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開 催 日／２０２３年 11月 11日（土） 

開催時間／１４：００～１６：３０ 

会    場／杉田劇場４階 コスモス 

参 加 者／50名 

講  師／田中常義 

横浜・瀬谷地図くらぶ代表 

 NPO法人野口英世よこはま顕彰会理事長 

 元横浜市港湾局理事 

参 加 費／500円 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 
  堀割川は明治 7 年に完成したのだが、そ

れまでの苦労などを後世に残すため、大原邦

三郎が『横浜堀割埋立由来』を書き残した。 

 それによると、明治 3年 4月 26日に井関盛

艮-神奈川県知事が、「堀割川開削・吉田新田

南一つ目沼地埋立」を布達した。 

 その内容は、中村川近くにある宝生寺脇か

ら根岸まで掘り割って、発生した残土で吉田

新田の南一つ目沼を埋め立てるというもの。

その事業者を募集しているのだが、条件は 4

月 29 日までに図面と仕様書を提出すること

だった。 

 これに対して 4 月 29 日、勘兵衛、常次郎、

市右衛門が吉田方会所を組織し、神奈川県営

繕局へ事業を引き受ける願いを出した。勘兵

衛というのは、吉田新田を完成させた吉田勘

兵衛の子孫である。 

 

 堀割川を掘って波止場をつくり、さらに沼

地を埋め立てるという計画書を、募集開始か

ら 3 日で提出したというのは、現代から考え

てもすごいこと。 

 さらに、彼らは 5月 18日、6月 24日、8月

28日にも「是非やらせてほしい」と願い出て

いる。先祖が開発した吉田新田なので、何が

何でも事業を取りたかったのだろう。 

 あれだけの工事をするにあたって、どれだ

け人員が必要なのか、どれだけの費用がかか

るのか、わずか 3 日間で図面も用意して願い

出たのは、本当だろうかと思わざるを得ない。 

 明治 3年 10月、埋立会所が工事に着手。同

時に堀割川開削と沼地埋立の資金として、ア

メリカのウォルシュ・ホール商会から 27万弗

を 2 ヵ年、利息 1 ヵ月 2 分、100 弗につき２

弗の割合で借りた。 

 これを計算すると、2年間で支払う利息は、

27万弗×2％×24ヶ月で 129,600弗となる。 

 南一つ目沼というのは現在の寿町あたりで

ある。ここを埋め立てて新しい土地をつくれ

ば、十分返済できると踏んでいたのだろうが、

明治 7 年 7 月、事業の決算をしたところ、                                                                                                                                                     

債務返済不能に陥っていた。そこで解決方を

神奈川県に嘆願する。 

 年間の利息が 24％という金額なので、これ

は 2 年やそこいらで返せるものではなかった

ということだ。 

 同年 8 月、堀割川開削・吉田新田南一つ目

沼地埋立・滝頭波止場が完成したが、12 月、

ウォルシュ・ホール商会より政府に建言書が

提出された。 

埋立会社の事業内容、工事費高騰の理由説

明と貸付金返済不能のため、日本政府は、公

共事業と位置づけて解決策を構ずるべきと建

言したのである。これを受けて、神奈川県令・

中島信行から政府へ、ウオルシュ・ホール商

会からの建言を政府が採用するよう上申書を

提出した。 
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居留地商人との借入金の返済に係り国際問題にまで発展

した関連資料（外交史料館所蔵資料） 

 

 背表紙には、『横浜居留亜米利加国人「ウォ

ルスホール」ヨリ神奈川懸商吉田常次郎外五

名ヘ係ル吉田沼埋立資金返済請求一件』と書

かれている。 

 明治 8 年 12 月 16 日、吉田新田埋立会社の

吉田常次郎・吉田寅松・中村惣兵衛・熊谷伊

助・橋本弁蔵・福島長平がウオルシュ・ホー

ル商会からの債務が返済不能となり、神奈川

県令中島信行あてに解決策を嘆願した。 

明治 9年 2月 1日、神奈川県がウオルシュ・

ホール商会へ 30万円を支払い、埋立会社は解

散。蓬莱町外 7ヶ町は、官有地となる。（埋地

八ヶ町の誕生） 

 たいへんな事業を成し遂げたのだが、国際

問題ともなり、結局、土地は彼らのものとは

ならなかったということだ。 

 榛葉英治が『悲愁の川』という小説を書い

ている。前述のような経緯を基にしているの

だが、可哀想な川という言い方は少し語弊が

ある。可哀想なのは川ではなく、開削事業を

行ったのに、何も残らなかった人たちだ。 

 しかし、堀割川にはこういう歴史があった

ということを念頭に置いて散策していただけ

ればいい。 

 さて、このような大事業を行う場合、どの

くらいの人が働いていたのだろうか。あの当

時には今のような重機もないので、簡単には

計算できない。しかし、元町の横を流れてい

る堀川の開削工事の仕様書が残っているので、

これから換算してみると、堀割川を開削して

その残土を南一つ目沼の方へ持っていって埋

め立てるとなると、おそらく延べ 180 万人く

らい働いていたのではないかと思われる。あ

くまでも推測の域であるが。 

 

Ⅰ。吉田新田沼地埋立と堀割川の開削 

１．『横浜堀割埋立由来』と吉田新田の沼地埋

立 

２．弥八ケ谷戸の開削 

３．滝頭波止場の建設 

４．桜の三大名所の一つ  

 

Ⅱ。関東大震災と堀割川 

１．被災と復興 

２．護岸、物揚げ場と橋梁 

３．堀割川と沿岸の町 

  

Ⅲ。堀割川のこれから 

１．土木学会『土木遺産』の認定 

２．桜の名所の復活と遊歩道 

３．大岡川水系とのネットワーク 

 

 この日のお話は上記の項目に沿って進めら

れた。 

まず、吉田新田沼地埋立と堀割川の開削で

あるが、『横浜堀割埋立由来』というのは、埋

立会社に関わっていた大原邦三郎が書いた堀

割川に関する詳しい本である。 

 弥八ケ谷戸というのは根岸の稲荷山と堀ノ

内の丘との間にあった台地である。現在の中

村橋のあたり。 https://x.gd/qPzB5 

これを切り開いて堀割川をつくった。 

 次に滝頭波止場の建設である。これは苦労

して造ったという。 

 そしてもう一つは、桜の名所だったという

こと。昭和の初期には 300 本くらい植わって

いたそうである。 

 堀割川の桜並木は神奈川区の豊顕寺（ぶげ

んじ）、野毛山とともに桜の三大名所だったと

いう。 

https://x.gd/qPzB5
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 それが今はどうかというと、岸辺に近づく

ことすらできない。桜並みどころではないの

である。 

 次に、今年は関東大震災から 100 年である

が、堀割川はあの震災でかなり傷めつけられ

てしまった。その時の様子や復興のことが語

られなければならない。 

 現在、我々が見ている護岸や物揚げ場など

は、震災復興でできたものばかりである。 

 苦労して造り、『土木遺産』として認定され

保存してきた川なので、もっとそこに目を向

けてほしい。 

 さらに言えば、大岡川水系の中の堀割川な

ので、ネットワークとして考えてほしい。公

開されている地図や情報では、大岡川だけで

とらえているが、堀割川も入れてほしい。 

 

ところで、最初に話した『横

浜堀割埋立由来』であるが、大

原邦三郎がなぜこの本を書い

たのか。それは堀割川を開削

し、その土で沼を埋め立てた

事業のことが、誤って伝えら

れることを防ぐためであると

はっきり書いてある。 

 

 
１８８２（明治１５）年代の堀割川と大岡川・中村川の運河網 

 （基図；「迅速測図１８８２（明治１５）年」） 

 

 これは最初の近代的な地図「迅速測図」で

ある。 

吉田勘兵衛の末裔が行った弥八ヶ谷戸と堀

割川の開削、滝頭波止場の建設、中村川の拡

幅、吉田新田南一ッ目沼の埋立てを赤字で示

している。 

 

 
 右の写真は弥八ヶ谷戸。現在の中村橋のあ

たりで、海側から中村川方面を見ている。右

の台地が根岸の稲荷山で、左の台地が堀ノ内

の丘である。 

 もともとはつながっていて、高さは 36メー

トルほどあったと言われているので、これを

切り開き川を掘ったのだから大変な事業だっ

た。 

 
 右上に写っている四角いエリアは刑務所で、

もとは戸部の方にあったものを、堀割川の右

岸に移してきたのだが、関東大震災で被災し、

現在の港南区に引越している。 

 
 上の地図は堀割川右岸の丸山 2 丁目のエリ

ア。碁盤の目状になっているのは刑務所の跡

地だからである。 
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 堀割川は桜の名所だったということで、多

くの絵葉書が残っている。 

 
 これは河口近くにあった瀧之橋。関東大震

災で被災したあと、震災復興で現在の八幡橋

が架けられた。 

 
 現在の堀割川右岸（16号線）。根岸橋の少し

上流部分で、川に張り出した部分がある。こ

んな所にバス停を造らなければならなくなっ

ているのだ。 

 
 16号線に架かっている矢倉橋。これはその

まま残っているが、昔はこの橋の奥に、ヘル

ムドックという造船所があった。その名残で

ある。 

 
改築された伊佐エ門橋（『神奈川の写真誌・明治後期』） 

 弥八ヶ谷戸を削った跡の姿。この近くには

他にもあちこち山を削った跡がある。その土

を船で運び、現在の新港ふ頭を造っていった

のではないか。 

 写真には伊佐エ門橋が写っているが、この

橋の下から左奥に向かって水路があったので、

ここから運び出していたと考えられる。 

 
 横浜市電は、もともと民間の横浜電気鉄道

という会社がやっていたのだが、大正 10 年、

横浜市営に替わった。これはその時の様子を

伝える新聞記事である。滝頭の車庫は、横浜

電気鉄道時代の明治 45 年に堀割川左岸に開

設されている。 
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 関東大震災では、図の赤い部分が焼失また

は全壊、青い部分は一部焼失または半壊を示

している。 

倒壊した滝頭車庫 

 横浜刑務所はほぼ全壊、滝頭車庫は色が塗

られていないが全壊と言われている。 

 

 ここからは震災復興の話になる。下の図は

関東大震災復興計画で、牧彦七という人の描

いた横浜市の震災復興基本計画である。通称

「牧案」といわれている。 

 当時、牧彦七は内務省、今でいうところの

国土交通省にいた人である。 

 
 見づらい地図であるが、現在、中心部にあ

る大きな道路は、この時に牧さんが描いた計

画が基になっている。 

 
震災復興の「横浜都市計画街路図」（『帝都復興事業誌土木編』） 

 ここに描かれている大きな道路は、牧案に

よるものである。山下公園の他に野毛山公園

と神奈川公園という３つの都市公園も牧さん

の計画でできた。ということで、現在の町の

根幹は、この時に造られたと言える。 

 
 昭和 6 年、滝頭波止場の右岸に震災復興と

して塵芥処理場が建設された。これは横浜市

で初の塵芥処理場だった。それまではゴミの

大半が埋立の材料として使われていたが、こ

れによって最盛期には市内のゴミの 90％を焼

却するようになった。 

 さらにゴミを燃やすことによって電気を生

み出し、それを横浜市電に供給していた。 

 
 これは地元の方が書いた記憶絵図である。
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図の下の方に刑務所がある。川に架かってい

るのが根岸橋で、その袂に差入屋が 3 軒並ん

でいた。差入屋とは刑務所に収容されている

受刑者に差し入れる各種商品を販売している

商店のこと。 

 ちなみに、刑務所は昭和 11年に現在地（港

南区港南）へ移転したが、現在、その近くに

「あさの屋差入店」がある。 

 
 この青写真の図面は護岸にある物揚げ場の

設計図である。どのようにして造ったのか、

これで分かる。 

 その現在の姿（天神橋上流右岸） 

 

 
現存する階段護岸の一部。荒れ果てていた

ので整備している。 

 
 昔の堀割川には柵がなかった。そのため満

潮で水位が上がっているとき、道路と水面の

区別がつかなかったのか、母子 4 人を乗せた

タクシーが川に転落してしまったという事故。 

 その後、柵が設置された。 

 
 最初から完全なものができておらず、何か

があって修正していくということが多い。こ

れもその例にあたるのかと。 

 
 交通事故で亡くなった 4 人のための地蔵尊

が丸山 1-6-34にある。https://x.gd/jYANX 

 4 人が可哀想だということで、タクシー会

社がこれを建立したという話だとか。 

 

https://x.gd/jYANX
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 昭和 40 年頃の航空写真。根岸湾埋立地と                   

関外地区を結ぶ堀割川。河口の左岸突堤には

現在も動物検疫所がある。 

 
 戦時下の横浜市振興計画図（昭和 16年） 

 大岡川、中村川、堀川と運河網が描かれて

いるが、堀割川は盲腸のような存在になって

いる。 

 その河口に動物検疫所ができただけではな

く、戦時中は川沿いに工場地帯ができ上って

いた。 

 そこには石材業、木材業、捺染業、耐火煉

瓦、爆発物貯蔵庫、製函業などが並んでいた。 

当初は桜並木が続いていた堀割川だが、時

代によってその姿、役割が変わってくるとい

うことである。 

 
現代に残る八幡橋左岸の昇降階段（写真手

前）、係船柱（赤丸）、係船環。右側の道を海に

向かっていくと動物検疫所がある。 

これらは震災復興で造られているが、係船

柱は鉄やコンクリート製ではなく花崗岩でで

きている。こういうものがいくつも残されて

いるのだ。 

 
 それらの設計図。左が係船柱で右に係船環

が書かれている。堀割川の震災復興で造られ

たものの設計図は県庁に残っているので、い

ずれは本にまとめて公開してもらいたい。 

 

 『横浜復興誌』

に震災復興橋

の親柱が載っ

ている。 

 どれも意匠

が素晴らしい。

右端が八幡橋。 
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 写真左は八幡橋の親柱。これは当時のまま

残されている。現在はどうだか分からないが、

暗くなると頂部に明かりが灯るようになって

いる。 

 親柱の上に照明をつけるなんていうことは、

現代では考えられないこと。柱のデザインも

そうだが、当時の技術屋には頭が下がる。 

 右上は久良岐橋。右下は中村橋だが、これ

は当時のままではなく復元したもの。 

 
 こちらは 16号線に架かっている矢倉橋。護

岸は単に間知石（けんちいし）を積み上げた

だけのものではなく、コンクリートの護岸に、

この石を加工して嵌め込んでいるのだ。 

 2.7 ㎞もある護岸をこのような意匠で震災

復興したということはすごいことである。 

 

ただ、この間知石をどこから運んだのかに

ついては、まだ結論が出ていない。 

 以前、四間道路から堀割川に向かう下水工

事の際に、初めてこの護岸の断面を見た。そ

してその基礎には松の杭が打ってあり護岸を

支えていることが分かった。 

 私たちは、この美しい護岸を造って残して

くれたことを忘れてはならない。 

 運河や川というのは、単に鑑賞するだけの

ものではなく、船を使う人たちが陸に乗り降

りするとか、物揚げ場を利用して物を運ぶと

いう利用法もある。 

 
 堀割川にはこのような階段や物揚げ場がい

くつか残されているのだが、大岡川ではこれ

らがなくなりコンクリートの護岸になってい

る。 
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 堀割川右岸には歩道がないため、バス停付

近はこのように川に張り出した部分を作り、

ここをバス待ちのスペースにしている。 

 できるならば、護岸には遊歩道を作ってほ

しいところである。 

 
 写真の左は係船環。船を繋ぐ輪っかなのだ

が、周囲を花崗岩で化粧している。右は下水

の吐口。こちらも周りを花崗岩で装飾してい

る。 

 震災復興の技術者たちは、こういうところ

まで気を使って事業をしていたのだ。 

 
 物揚げ場の階段の補修。 

 

八幡橋幼稚園・農水省動物検疫所入口付近

に現存する震災復興による階段護岸。 

 白丸印の部分に花崗岩で造られた係船柱が

残っている。 

 写真の手前に写っているのは、たまたまこ

の時に係留されていた建設会社の台船のよう

だが、現在は何も係留されていない。 

 
 赤丸印が階段護岸。 

 

 
 先ほどは対岸から矢倉橋を眺めたが、16号

線から見た親柱である。橋名板も残されてい

る。しかし、ここには歩道がないため、近づ

くのが厄介である。 

 

 かつての堀割川は絵葉書にもあるように、

桜の名所だった。これを現代に復活できない

かということで調査したことがある。 

 もちろん、たくさんの車が走る右岸ではな

く左岸にだ。 
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 土がある沿岸はどのくらいなのかというこ

とで、全部の幅を調べたのである。 

 大岡川沿いの桜のように根が張って歩道を

持ち上げてしまうことがあるが、最近はそう

ならないような桜があると聞いているので、

この堀割川右岸には桜を植えられるのではな

いか。 

 ということで、神奈川県に持ち掛けたのだ

が、結果的にはダメだった。 

 
 これは昭和 23年頃の地図である。 

 堀割川左岸の海側に四角い埋立地がある。

滝頭波止場の塵芥処理場から排出される灰や

大岡川などの川底を浚渫した土がここに投入

されていた。 

 その後、根岸湾の埋め立てが始まり、市民

から海を奪ってしまった代償として、ここに

プールセンターを造ることになった。 

 この場所のかつての埋立て材料からして、

コンクリート造ではいずれひび割れもしてく

るだろうということで、このプールはすべて

鉄板で造った、いわば蓋のない缶詰のような

もの。昭和 40年に造られた。 

 

 
 

 これは堀割川周辺にある愛称道路の一覧。

普通、何号線とか名付けて味気ない道路名で

あるが、昭和 50年代に横浜市の道路局が親し

みやすい名前を付けようということで、この

ような〇〇疎開道路という風に命名した。 

 戦時中のことだが、空襲を受けた場合、建

物が密集していると類焼が多くなるため、建

物を強制的に間引きして道路を広くした。そ

れを建物疎開といった。 

（強制的に自宅を撤去された人にとっては、

つらい思いをしているので、“愛称”という呼

称には批判もある） 

 
埋め立てられていく横浜の海岸線 

 

 これは横浜の埋立の経緯を示した図である。

江戸時代の新田開発も含めた図だが、この色

を付けた部分が埋立地で海に張り出し、現在

の横浜をつくっている。 
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 おそらく市域の 8％くらいが埋立地ではな

いか。 

 
 右側の空中写真は埋立が進んでいる根岸湾。

埋立前の戦時中は、この湾の両サイドに大日

本航空と横浜海軍航空隊の基地があった。 

 左の写真は金沢地先で、のちにここに海の

公園や八景島ができる。 

 
横浜市河川一般図（１９３０年代） 

 これは昭和初期の運河網である。戦後、運

河の端を閉めきると埋め立てやすいというこ

とで、ほとんどが埋め立てられてしまった。 

 

 ただ、残っている運河でも中村川は川の上

を高速道路が走っている。運河を埋めるとい

うのはとんでもない話だが、堀割川をこのよ

うな天井が付いた川にはしたくない。堀割川

も上を高速道路が走るという構想があったが、

幸いなことにそれは立ち消えになった。 

 そのような思いが、堀割川に関わるキッカ

ケになった。 

 
派大岡川（関内駅付近）を曳航される筏 

 筏に組んだ材木を運河で運んでいた時代も

あった。 

 

 
 堀割川にはこれだけの土木遺産や見どころ

などがたくさん揃っている。それらを書き出

してみたのがこの地図で、区役所の方たちと

一緒に作った。そんな堀割川なので、大事に

していこうということ。 
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 そういうことで、土木遺産に認定されてこ

のようなプレートをいただいた。 

 これは八幡橋のたもと、動物検疫所の前に

設置してある。 

 これはいちばん新しい情報であるが、むか

し糞尿を海洋投棄するためにバキュームカー

が集まって来た場所に、こんな施設ができて

いる。 

 堀割川いそご桟橋である。写真奥に写って

いるのが浮桟橋。 

 手前の半円形の階段は、おそらく水に親し

んでもらうための造ったのであろう。 

 

 横浜市内のかわまちづくりは、北仲通地区、

日ノ出町地区、黄金町駅周辺地区、蒔田公園

地区において整備を行い、イベントやカヌー

体験教室等で利用されている。 

こちらは５か所目の施設で、防災拠点、レ

クリエーション拠点、学習拠点となるよう、

また、水上交通の回遊性が高まることを期待

して整備された。 

この案内板には堀割川の歴史と魅力を地図

や写真で紹介している。 

 

 
 これは神奈川県が出している大岡川水系の

パンフレット。今までは、堀割川は盲腸のよ

うな扱いで、大岡川がメインで描かれていた

が、ようやく堀割川もまとめて大岡川水系と

して扱われるようになった。 

 堀割川の歴史にはいろいろな経緯があり、

また小説にもなったりした川である。市民の

水辺ということで、これからも愛し続けてい

けるような川にしていきたいと思う。【了】 
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